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J･Astudycontrolling,weedsonpaddy鮎ld
lVasr舶deusing2,4,5-T,lVhichlVaSProduced
hythe-mattersotherthnrlPOmerCOntained I

intheinsecticideIIIIC.■

2.Applyingol,er60gr.of2,4,5-Tpertan(9
ひ･m2),thesam占eontroIJlngeLrcctwasobser､,ed･

comparedWiththecasetreatedWith2,4-D:

Ja-paneseb=1.myardmillet(Panicum Crusgalli-

～

解 16蚊
ヽl

L･var･S-u-)mutlLcuni 1̂ey･)Iho,Ve,,er･亨ur､,ュvesin

plotstreatedwith2,4,51Ta畠lVel1才Sinthose
､treatedby2,4,-D.
3.Applyinglessthanー107g.of2,4,5'-T per

tan,chemicalinjuryishardly observed,the

growthbeingnolrmal･

4.TheyieldsofplotstreatedWith-2,4,5-T
arenotlessthanthos90fplotstreated with

2.41DandthoseOftheordinaryplotsweeded

tlvicebyhand･ I

5.Inthepracticalcase印g～70gr.()f2,4,
5-TshouldlXappliedper.tanat/aboutthree

weeks;lftertherice-transplantation.Itisre-

questedhowevertocultil･ate;In°･化飴dinstru-

mentallytlViceand 汀!OreO､,etO dmwoLlhy,
hand theJapnncsもbarny.lr｡ millctpriortO

theapplicationof2,4,a-T.

SttldiesonSynergistforInsecticidesllI.OntheColorimctricIIeterminatidnof

Egonol･IliromichiM T̂St,DARA (°ept.ofAir.chem.,FよeultyoE ĝr..GiLuUni-
､･CrSity)Recei､,ed坤 y26･1951BoEylL-KagahtL16･99･19L-)1(､yithEnglishresヮmi102)-I
15･鼻薬の共力触こ関する研究 (第3報)エぎノールの此色定丑法に裁て 枚BE(弘道
(岐阜大学農学部氏番化学教珪)20.5.26受理`

前相 1)に放て背溝はエゴノ_-ル及びェゴ軌がピソ1.

I)Yに対し似秀な非力効果を有する市を和むしたが.
実 輸

更にエゴ的からエゴ′･-ルを乾田な状題で抽出する耶 Ⅰ.虫色節理

兜を進めるに当って光づェコ●′=ルの定立法を確立ナ 川合托により発見せられた干コ'/-ル反応とはエゴ
ろ布が必要となったので,l共の定立法に就て研究し- ノールを耶軌 こ泊脈し之にII皇02を加へ加熱教化する

新比色r'道立u三を考案したので此矧こ報Lb'･する｡ 時は紫紅色を呈する反応を云うもので,此の場合次式
0
ll 0- CL-I2

HO-(C."3奇 計 くP=E To"'O ｡諾 co27cH2'31'LA)F計 む し
OCII3
Egonol

エコ'/-JLの定血沈としては川合代によti発見せら

･れたェゴノール旺応(!)-･池にアセチルエコ'/-ルの7'

･lム化反応(与) -を利打け るガ払 702.'面慣受加温処理の

場合の圭呈色反応(紫色),班.tOrcine-H,SO一反応のー､

如きMethylenedlo･yy.groupの特有反応を利ffJす

る方法等が考へられるが.=T･Wub的討取の結邦第一痕以
外は少しくA,iLtt:tを和す如 iが解うたので,此処ではエ
主･ノール反応を利11Jする比色hJti血沈に就七研究を行●｡▲
ったb

′Nor-cgonolonidincacetate

の如く Nor-egonolonidine acetateを生ずると云

う~O(4)

川合氏等1こよれば純粋な木星色物質の牧草はアセチ
ルエゴ}-ルに対し平均11%,最高14% (ェゴノール

に対しては15.8%に相当する)であり,-著者の研究し

た広迅比色定立条件ではエ ゴ ノー)Lに対して15.9%と

なり典の数字がよく十致するのを認めた｡

ⅠⅠ.拭 難

1･35%H201･｡,市販の化学用純品を共の腿用ひる｡1
99

＼
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､ ノ

rH20J含丑は30piのものでもよいがなるべく濃啓の

'もの.ゝ方がよt/.0

2. 精製酷払 市販 酪酸に無水ク｡ム酸を加-茶潤的

袈したもP｡

3. 按準 沼液.

a: 陛欝エ3'･ノ-痛 液 ･
エゴ氾不鹸化物から分灘した粗 エゴノ-'ル (mp

･1130)をメタノrルから⊥回,･エ-テiL,から一回敵

にメタ,･-I/Lから一回再結すればmpl17.0-118･Oo

e)t純エゴ′-ルを得る.比の結晶LOOmg-を精製四.J‡
酸 100ct中に桁解する.

b.一校準 Nor-egon.olonlrdinI与_arCetate溶液

r,;Nor-egonolonidineacetate結晶15･9mgを鞘

馳斌酸 100C.Cに搭解する｡本浴液は紫紅色を呈し

前明の控準ILが/-ル桁液を定立条件で Ii20L･を川/
･ひ酸化した場合の呈色に全く等しいものである｡此

7の廷巴は槌めて安正で冷描桝ならば5日後でも全く-

岳色蛇の変化はない｡

C.代川比率浴液 ･

前E/Ia,b,弼標準溶液の代mとしては次の混合液
･が過当である｡ r

KMnO4桁液･(10.96mg/100cc)5･00,cc十･
I.teCr207fr'TE波 (243･23血g/100cc)2･64cc +
Ni(Nod)2･6IIilO溶液(4796･62mg/100cc)1･00cc

射 Ltmhm-錐浴液は混合調製後約5時r仙土安定であ

るが.それ以上に亘る時は色調に変化を生ずる故,

共の都姥涙液を混合調坦すべきである｡I,1.7本代用は

準溶液酬 jひ比色定立する場合甲 蔓の液夙ま3-10
mmの砲田の惇さが適当で.共れ以上の場合は訴追

-を生ずる｡_

･Ⅰ11.､泣 虫'法

ェ3･/-ルの50-200′mgを含有する試料を粗製暗

酸100ccに搭解し.若し不榊 ぬ;あれは惜別tL.比ptlf?

液から1ヒ色瞥容抗に相当する試液一定丑を小型試駿皆
に托I).比の試液ゐ10%容に相当する35%H202を添･

加温分し,比の試陵管を800の霞立煎rtlに正確に15分

F糊n菜机侶 ちlS冷水で冷しト苑現し串紫紅色を直ちに
Iljuhoscq比色計で白色光を川ひ鹿担色と比色する-.

f.I沖ヒの呈色は時間と柑 こ槌伽 ,に麗即 ーる似内を布

するから,標準色として安定な Nor-egonolonidine

acetate或はf甲標 準溶液を用1;るより捺準エヂ′-

･纏 液に共の10%容の35%H20盲を麗叫 前記同掛こ
処聖して苑現した色調を捺準色として別ひた方がよい.
叉エゴ的不鹸化物の如く′エデン-ル以外の不敗化物

∴:tQ)令-和知 批校的多く叉幾分染色する切合は測定誤益
t-二が多く正確な結琴を与へないから比の場合t蛸雄 エ丁
/-ル溶液調製の際川ひる枯製雌 の代りにエゴノー
ルのみを活性勤王より酸化除去した試料溶液を糊,i.ち

ldo

tt

･とよい.｡'活性淡による宥機化合物ゐ酸化の例 (5,.は多

く､報告せられてゐ.るが,著者はエゴ′-ルもか活性朋

で酸化せられ,るのを見Ltlしたho.即ち不純物を多く合'JJ-

し呈色したLェ'ブイ-_ル含有試料をて起立の柑製醐 受に

粥併し･これから∵定温の試液を三的 プラ束子に揺り･

之に液温の5-10,0g華の活性淡を加k800の盃汝1糾 .で

時 把々拝し乍ら15分処理すオt.ばエゴノI-ルほ醸化され

活性茅壬に吸右せられる故これを㍊別し.比の拡液 103

cc中にエゴノ'二ル結晶100mgせ粥僻して標準溶液と

して前記の拭性次を添加処理しない試液と共に･l‡202
にて酸化して比色定劉 -る｡

IV･ 標堆 曲税

1cc小に5mgの-_ゴノ.-Iてしな含布する酢酸溶液を
掛野溶液とし比の蛭準浴液の!/2,I/3,)/.及びI/.5の準
･姥を宥する試料溶液を調製し上述の比色rAi!正条件によ

./)呈色せしめ,､瞭堆及び試料浴液をDul''oscq比色計

の観測管に入れ'f･T3液嘩 Jに於けろ液暦のP7-さく甲m)

の開陳を求めた｡共の結凪も第1図に示した泡E)で,

標準杜と按準浴液の拙皮の執ま試料柱と試料浴液の

Fig･ll Stapdard~Grar;h.､氾蛇の払こ館に
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れは捜準満液がlcclit.千,･′__-ルの11五gを合すけ る
膿哩の場合は試料液中のエゴノールの汲耽舶 (･の )/3

-2･0倍挙 国が長も正確な結果を与-る｡
V･ 墓包皮に及ぼす粗壁及時間の.好習

1cc中に5mg.のエ3')/ ルを合有する首足破折泌こ
35% H_oO20.1ccを加へ,一定温哩のFi拐刺LIlにて

2･5-80分間加熱し位大呈色を戻す湿圧及時間を求め
た｡

共の結風土節2図に読した通りで,湖 大里色血)o｡,
9分加熱であやが此の場合呈色の変化迎蛇が放火であ
るため操作上凶瓢があり又高温による酷虎の議発の悩
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九がある故.現色喋が拓く†伽l小であるがSOo.1扮 加
伽 ;Tllt･も過当と心はれ,I11校此のa'Wi･･を托川するTlfi
した｡ ′
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黙し共の異色既を比接した｡非の地米は約3回に示し

i=洩りで,F{大呈色は35%17202を試液の10%容正を
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w的封 ヒなitnljrtl,iLi=｡

粥の結果は耶耳団に示した血L)で.･]C･の貝色は描め
て徐々に枕色し2時Fl汀後には爪火星色の均分のSO,oo'と
なるから∴共の比色測憩ま発色筏10分以I勺にrTふ叫が
望ましいがだ準前波としてエ]･ノール樹 ヒ碑を川1:i

均令は時間的変化の考艦を余り弘ふ必熟 纏 い｡

fl.,J前述の如く刑 !.frkr液として Nor-egonolo'ni｡ine

a'cetate縦横溶液を川ひる糊かtG郎灸でも焚く漫 色

圧の変化はない のた.rll冊抑液中で Il201･をmひ

駿化した場合生じたI.l･1-化分物が不潔'jBなのは過剰の

lI℡0_.によるFumn核の枇現によるものと.Rl.はかろ〇

･VIIJ.卓色矧こ及ぼす Phytostcr01-及び rA-

_octodccylalcollnlの彩乃

2cc小に2mgのエコ'/-ルを丹-Jl'するN'.Mq('F'淡l羊

ェ3･ノーJLの1-lo汀.-..JrLtの Phytostcrol(メルク昏2n7･
嗣梢円純 mp137.0-138･Oo)及びn-Octodccylnl-

, cohol(l憎 から顎湘 j欄Empr･S･5-59･Oo)を拭加し

O tう tO '15 20. 25 ′IO
AddedH202VOl.% toOriginalsolution,

添加する場合に得られ./30,00/H201･の掛合は15%容の

時収大生色を読すが,共の塁色既は35%Ⅰ720L7の場合

に化し約 4.5%少な.く,又II202添加容丑の多い場合

は耐懐の波圧が滅ずる籍,幣解してゐた物fTが析山し

潤濁を生じ易いから.■11202の洩鑑は33%,添加ni･は

1020,紛 癌 も 当と.馳封iるi但し液中に生ずる鑓色

物TtNor-egonolonidincacctateの絶対正はTLq満州

AIL.hJ=:しい｡

YIⅠ.白色の岬附lIL)封 ヒ
比l･.のWr･兜によ.vDでエゴノールの比色'Bnに放け_a
,･コ'J-ルの恨化条件は33,00'IT℡0ゴ10,.0'biざ添加,反応

氾陀60,'旺応時汀j】lrJ分がFiも過当である卯が明かとな

ったので.一比の射.'r･･て椴化を行ひirlもに反応液を水冷
h 封m.(20-229)I$2時耶飯田ト,:;もめ皇色の時

rjtE丑条件･L･恨化しfa色蛇に及ぼす彫即を求めた｡

共の結果は約5回に-,-1';した血りで Phyti,主terdlは

ェナノ-ルの4借迄.n-Octodecyl･.llcoholは粥の
9倍迄共･lT･してもrjBLi約矧こ誤記をIj･へない｡(.'17不純

物が多くて訳出を牡じ易い切介(蛸 越 の如くFi.''i恨iCl-i液
中よt)拓也ガ紅 よt)エコ･ノールのみを醐 ヒ除去LJ油-;

熟 こ一定丑ゐェデノこ,Lを棚 弔し,之を班畔桁液とL

て比色を行,i_.yと此の影習を知 ;れる却がLu来るo

Fig･I-5･oldnefZ;;nAelf.fhElh芸tnotsiccroclo音.nrdInn-toy.cl
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(.J.1エゴ油に市接党酸を加-f7202にて処理すると紫
紅色を星するが.溶液が透明でなくL正確な結盟が相ら

jLないから,エゴ軌を酒精加里で胎化卜不放化物を柚

､山し之を軸 に溶解し上述の如き方法でILでノ-ルを
比色定立する方がよい｡ ~ ＼
'1Ⅹi 測定限界頂皮 .

米比色法によって千でノール含有丑0.1mg/cc迄は

略測定可能であるが,誤差を生じ易い店1mg/cc内外

の損耗にて行ふのが望ましい｡

Ⅹ.比色ttjE血分析例
'御地珪工主潮 を常法:･=より鹸化し技体抽出器にて30

u･lf.Wl的出し打た不酸化物を指琴酷矧 こ絡解L:,･一定丑

とTj:し此の一部を採り活性淡処理し′ェ3･/-ルを除去

した軒液に一定丑の干ゴノIルを桁解し･之を控準溶
rLIをとなし,前述の方法で此色定立⊥約1衣の如き結果
をirJた｡

TaT)lc1.F.xampleofColorimetricDeter-

mhlation

*_mpl13o
No.1喜べ料に放て直接分相法の結果が幾分多く出
てゐるのは.邦･の結晶が不純の馬と思はれるfrr.7エゴ的

小のエコ'/-JLの合丑は川合氏(6)の結果によれば7-3

%であるが,′本試料に放ては総てそれよt)掛 ､結果を
it.1た｡

＼
●

･総 括 ･

1. 川合氏により発見せられたエゴ/-ル反応に温

くエ.3'ノールの⊥新比色定丑法を考案したヶ
iiJ. intl'道糸件としては50-200mgのエコ'/-ルを.

命和する試料を枯蛸 酸lpOcc中に溶解t.,之に35
,%Jl20210ccを添加し,800に於で15分間加熱L,.

凝 紅色を呈せL:R,起ちに水冷し･同様処理したエ''

/-ル標準浴液キ比色する0

3.比色測風 土発色後10分以内が望ましいが把準と

してエコ●ノール標準液を使用した場合は余り考放し

なくてもよい｡

4･ Phytosterolはエ ゴ′-ル104倍迄∴ nT

Oetodecylalcoholは9倍迄共存しても判定誤基を

10L)i

与へない｡比の場合不純物の含丑が多くで訳益を与

/べ易い場合は瞭準溶液の溶媒としてⅢひる配酸の代

t)に,試料の酷酸溶掛 卜からェゴノールのみを挿性

淡で酸化除去した酪酸液を用ぶるとよい0
5.標準溶液としては標準エゴノ二'ル溶液を広も過

当とするが標準 ､吋or-cgonolohidineLaceta!e挿

液或は代用標準浴液で-もよい｡＼1

6/ 測定限界携姥はエゴイー.,レ含量0･1mg/1ccで

あるが,測定にはIn]g/cc的外の改変が望ましい○

/木研究に当り終始御鞭抱を拐った本学市街防蹴教

授.叉ft誼な試料を賜E)11種々御京硬を与へられた
光京教育大学川合兵一致路こ夫 厚々く感謝する｡
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l･ Theauthororig子n'atらdane､yi,lorlmctriFL
methodofegono1,.basedonegonolreaction

foundbyDr.KaWailandexaminedindeト

ailconditionlLorreaction.inauenceofinte-ヽ
rferingsubstancesandlimit.of.estimation,
etc.

2. Theproposedr]ew colorimetrjcmethodis

≠sfollows:First.thesAmplecontaining50

'-200mgofegonolisdisolved in lOOcc of -

puri丘edaceticacid,andthenlOccof35%
hydrogenperoxidesolutionisaddedandhe-

atedfor15minutesat800.ALterheatin月■,it

iscooledbyColdγater,andthescarletpur-

plèeolorwhichitssoondeveloped,isc0-1
mpared withthestandard colorobtair)edI
,aftertreatingstandardcgonolsolutionun-/

derthesameprocess.Thiscolorisol)scr- .

vJed,tobestableforlOmi血tes,and-n9r-

egonolonidineacetateorsubstitutestandaT

rdsolutionmay.beai,ailableinsteadofsta-

1ndardegonolsolution.･l
rsothincaseofphシtosierol,ifitexistsas

mucl一aS4times｡fegonol,andincaseof

n-6ctodecヅIalcohol,ifitexistsasmuch as

9tjmcs.of′egonbl,itdoesnotintcrfercdete-
･minationvalue.･●.■


